
よく遊んでくれた先生 

 

夏休みの第１か第２土日あたりに、部活動の選手達とバーベキューをしていた。 

今年から、指導した選手達も高校を卒業し、やめようと思っていたが、「今年はしないのですか？」と

メールが来たので、日程も調整がついたので「同窓会」を行った。 

大学２年から（妹など）中学生までの年齢幅が広いバーベキューになった。 

話題も進路や進学、部活や勉強と幅広い。 

自分としては、学生や生徒のことがわかり、情報収集になるし、勉強にもなる。 

次年度は開催するか未定だが、開催しているかもしれない。 

 

さて、自分が小学生のころ、担任の先生がお正月だったか、「遊びにおいで」と学級の児童に声をかけ

てくれた。遠慮もなく、遊びに行ったら、カルタ取りやお菓子を頂き、楽しかった。先生は、児童が遊

びに来たときの部屋を用意してあるとのことだった。年配のベテラン先生で管理職手前の先生だったが、

よく相手してくださった。 

中学の時の先生は、大人まで付き合いしてくださった。高校生の時は、参考書を貸してくださり、大学

生の時には、麻雀や酒まで相手してくださった。 

（ちなみにお二人の先生を含め、相手してくださった先生方は皆さん校長先生になっていた。） 

 

自分の中にも、この先生方のしてくださったことが根底にあるのだと思う。 

学校との付き合いだけでなく、人と人との付き合い、その中で、悩みの相談や本音の語り合いができる

ことがある。 

様々な教育が様々な場で行われているが、特殊だがこんな教育もある。私は、こんな先生方に相手して

いただき幸せだったし、自分もほんの少しだが恩返ししたいと考えている。 

 

 


